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平
成
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
、
プ
ラ
ザ
平
安

柏
に
お
い
て
第
七
回
柏
地
域
支
部
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

                             

宇
都
宮
地
域
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
紹

介
、
出
席
者
数
の
確
認
の
後
、
総
会
の
開
催
が
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
は
、
い
ず
れ
も
滞
り
な
く

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
加
茂
幹
事

長
よ
り
今
年
度
事
業
計
画
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、

柳
沢
副
学
長
よ
り
「
明
治
大
学
の
現
状
と
今
後
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
御
講
話
い
た
だ
き
、
母
校
が
現

役
高
校
生
の
受
験
し
た
い
大
学
の
Ｎ
ｏ
１
に
選
ば

れ
た
と
い
う
大
変
興
味
深
い
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

続
い
て
開
か
れ
た
懇
親
会
で
は
、
テ
ノ
ー
ル
シ

ン
ガ
ー
滝
孝
治
先
生
リ
ー
ド
の
も
と
「
バ
ラ
が
咲

い
た
」「
夏
は
来
ぬ
」「
と
も
し
び
」「
い
い
日
旅
立

ち
」「
学
生
街
の
喫
茶
店
」
等
、
往
年
の
名
曲
を
、

歌
の
流
行
し
た
時
代
に
合
わ
せ
て
、
多
く
の
校
友

が
入
れ
替
わ
り
前
に
出
て
、肩
を
合
わ
せ
て
歌
い
、

懐
か
し
い
う
た
ご
え
喫
茶
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま

し
た
。
な
お
、
〆
は
名
曲
中
の
名
曲
「
明
大
校
歌
」

で
あ
っ
た
の
は
記
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

                

 

十
月
四
日(

日) 

柏
市
民
文
化
会
館
に
て
、

柏
市
で
初
の
開
催 

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
は
古
賀
正
男
ゆ

か
り
の
日
本
を
代
表
す
る
大
学
生
に
よ
る
マ
ン
ド

リ
ン
演
奏
団
で
す
。 

柏
地
域
支
部
は
一
昨
年
十
二
月
に
、
我
孫
子
地

域
支
部
と
共
催
し
、
我
孫
子
け
や
き
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
に
て
「
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会
」
昼
夜
二

回
公
演
を
開
催
し
、
満
員
の
観
客
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
十
月
四
日(

日)

柏
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
「
柏
市
福
祉
協
議
会
」「
柏
市
教
育
委

員
会
」
の
後
援
を
い
た
だ
き
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
前
回
と
同
じ
く
我
孫
子
地
域

支
部
と
共
催
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

柏
で
の
「
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会
」

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
ご
要
望
に
答
え
て
、会
場
も
広
い
場
所
に
、

季
節
も
よ
り
良
い
秋
の
十
月
に
し
ま
し
た
。
昨
年

よ
り
、
月
に
一
度
、
我
孫
子
地
域
支
部
と
実
行
委

員
会
を
開
い
て
準
備
を
進
め
て
い
て
、
間
も
な
く

チ
ケ
ッ
ト
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
成
功
裡
に
終
わ
ら
せ
る
た
め

に
は
、
明
治
大
学
校
友
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
で

す
。
是
非
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は 

幹
事
・
駒
田
泳
三 

℡
〇
四-

七
一
四
三
ー
六
七
八
一 

幹
事
・
浅
野
富
美
代 

℡
〇
九
〇-

九
三
八
二
‐
八
〇
〇
一 

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

（
事
業
委
員
長 

駒
田
泳
三
） 

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会 

〆はやっぱり、明大校歌です 

第
七
回
柏
地
域
支
部
総
会 
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私
は
、
昭
和
六
年
七
月
、
柏
駅
前
の
㈱
ハ
ギ
ワ

ラ
の
次
男
と
し
て
呱
呱
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
実

家
は
、
明
治
三
十
五
年
に
祖
父
が
創
業
し
ま
し
た

が
、
私
が
誕
生
し
た
当
時
は
既
に
父
母
が
引
き
継

ぎ
、
柏
駅
前
通
り
の
駅
よ
り
二
軒
目
で
、
時
計
、

メ
ガ
ネ
の
他
、
煙
草
、
菓
子
等
も
販
売
し
て
い
ま

し
た
。
屋
号
の
東
屋
が
示
す
と
お
り
、
創
業
時
は
、

柏
駅
を
停
車
す
る
数
少
な
い
汽
車
を
利
用
し
て
通

勤
通
学
す
る
方
達
の
、
休
憩
所
の
よ
う
な
存
在
で

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
衆
議
員
議
員
選
挙

時
に
は
、
当
時
の
地
元
選
出
議
員
成
島
勇
氏
の
選

挙
事
務
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
地
元
の
有
力
者

が
大
勢
出
入
り
し
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
因
み
に
私
と
兄
、
す
ぐ
下
の
弟
の
三
人
は
、

成
島
勇
氏
が
名
づ
け
親
で
す
。
幼
年
期
か
ら
小
学

生
時
代
の
私
は
、
家
庭
も
学
業
生
活
も
比
較
的
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
平
穏
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
の

末
期
、
昭
和
十
九
年
四
月
、
現
在
の
柏
第
一
小
学

校
（
当
時
は
柏
国
民
学
校
）
を
経
て
、
旧
制
県
立

東
葛
飾
中
学
校
（
現
東
葛
飾
高
等
学
校
）
に
入
学
、

五
年
時
に
新
制
高
校
二
年
に
編
入
さ
れ
た
た
め
、

東
葛
に
は
通
算
六
年
間
在
学
し
ま
し
た
。
今
思
え

ば
こ
の
東
葛
時
代
は
、
私
の
人
生
の
中
で
、
精
神

的
に
最
悪
の
奈
落
の
底
で
し
た
。
戦
争
末
期
か
ら

敗
戦
そ
し
て
復
興
へ
と
日
本
の
大
き
な
変
貌
期
で

あ
り
、
我
が
家
に
と
っ
て
も
、
昭
和
二
十
三
年
三

月
か
ら
僅
か
一
ヶ
月
余
り
の
間
に
、
両
親
が
相
次

い
で
病
死
し
、
祖
母
と
四
年
上
の
兄
と
私
は
幼
少

の
弟
二
人
を
抱
え
、
店
は
破
産
寸
前
の
状
態
で
し

た
。
こ
の
実
家
の
大
ピ
ン
チ
も
兄
の
懸
命
な
努
力

で
何
と
か
回
復
し
、
兄
が
諦
め
た
大
学
進
学
の
夢

を
私
に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
は
、

昭
和
二
十
五
年
四
月
明
治
大
学
に
入
学
、
昭
和
二

十
九
年
三
月
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
を
卒
業
し

ま
し
た
。 

暗
黒
だ
っ
た
中
学
、
高
校
時
代
に
比
べ
大
学
時

代
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
仲
良
し
四
人
組
で
、
勉
強

に
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
学
業
生
活
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
六
大
学
野
球
で
の
母
校

の
応
援
に
は
、
神
宮
球
場
の
他
、
上
井
草
や
三
鷹

の
球
場
ま
で
行
き
、
青
春
を
謳
歌
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
大
学
卒
業
時
期
は
、
未
曽
有
の
就
職
難
の

時
代
で
、
一
時
期
に
小
さ
な
雑
誌
社
や
生
命
保
険

の
外
交
な
ど
の
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
二
年

後
地
元
の
柏
市
役
所
で
公
募
に
よ
る
初
め
て
の
採

用
試
験
が
あ
り
、
多
く
の
応
募
者
が
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
に
も
合
格
し
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
、

柏
市
役
所
に
入
庁
し
ま
し
た
。
柏
市
役
所
で
は
、

柏
市
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
昇
格
も
早
く
、
部
長

職
（
経
済
、
財
政
、
総
務
）
な
ど
定
年
ま
で
の
一

般
職
を
三
十
六
年
間
、
土
地
開
発
公
社
（
理
事
長

他
）、
特
別
職
（
収
入
役
）
を
含
め
る
と
四
十
三
年

間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
心

に
残
る
思
い
出
は
多
種
多
様
で
す
が
、
主
な
も
の

を
列
挙
し
ま
す
と
、
商
工
課
長
時
代
は
、
当
時
の

テ
レ
ビ
十
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
人
気
番
組
芸
能
の
都

市
対
抗
「
街
ぐ
る
み
ワ
イ
ド
シ
ョ
ウ
」
で
藤
沢
市

と
対
戦
し
て
快
勝
、消
費
者
行
政
を
初
め
て
導
入
、

第
一
回
の
消
費
生
活
展
を
旧
扇
屋
（
現
新
星
堂
）

で
開
催
、
経
済
部
で
は
、
県
下
市
町
村
の
第
一
号

と
し
て
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
柏
駅
前
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
柏
ビ
ル
内
に
設
立
、
柏
ま
つ
り
の
前
身
で

あ
る
柏
商
業
ま
つ
り
を
創
設
、
柏
駅
前
の
大
型
店

進
出
ラ
ッ
シ
ュ
に
係
る
地
元
商
店
街
の
振
興
等
に

つ
い
て
、
市
議
会
で
の
論
戦
や
他
市
等
か
ら
の
視

察
の
対
応
、
柏
商
工
会
の
商
工
会
議
所
昇
格
に
つ

い
て
通
産
省
等
へ
の
陳
情
、
財
政
部
で
は
、
第
二

次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
さ
な
か
で
の
激
し
い
財
政

運
営
、
市
発
注
工
事
の
入
札
制
度
の
改
善
と
エ
セ

同
和
企
業
と
業
者
指
名
に
つ
い
て
の
対
決
、
総
務

部
で
は
、
県
下
市
町
村
で
初
め
て
公
文
書
公
開
制

度
の
条
例
を
制
定
、
懸
案
で
あ
っ
た
柏
駅
周
辺
防

災
訓
練
の
実
施
と
県
総
合
防
災
訓
練
を
柏
市
内
で

実
施
、
当
時
の
総
評
関
係
者
と
の
固
定
資
産
税
評

価
の
係
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
勝
訴
、
自
治
労
加
入

の
現
業
組
合
等
と
の
団
体
交
渉
な
ど
で
、
退
職
し

年
金
生
活
の
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
懐

か
し
い
思
い
出
で
あ
り
、
心
の
糧
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

昭
和
二
十
九
年
政
経
卒 

萩
原
功 

 

     

着
陸
の
知
ら
せ
で
、
機
内
の
窓
を
そ
っ
と
揚
げ

る
と
、
未
明
の
滑
走
路
に
パ
ッ
パ
ッ
と
進
入
灯
が

点
火
さ
れ
、
着
陸
と
同
時
に
消
灯
さ
れ
た
。
イ
ラ

ン
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
最
中
、
週
一
便
の
イ
ラ
ク
航

空
便
で
、
十
九
時
間
の
飛
行
時
間
で
バ
グ
ダ
ッ
ト

空
港
に
つ
い
た
。 

一
九
八
〇
年
か
ら
八
五
年
完
成
の
イ
ラ
ク
共
和

国
総
合
病
院
一
期
工
事
五
病
院
、
二
期
工
事
七
病

院
が
日
本
企
業
Ｔ
建
設
に
て
施
工
さ
れ
、
私
も
前

後
七
回
に
わ
た
り
イ
ラ
ク
入
り
し
た
。 

訪
れ
た
イ
ラ
ク
の
地
理
を
大
俯
瞰
す
る
と
、
北

か
ら
東
に
か
け
て
高
原
が
続
い
て
い
る
。
ト
ル
コ

の
ア
ナ
ト
リ
ア
高
原
、
イ
ラ
ン
の
ザ
ク
ロ
ス
山
脈

で
あ
る
。
一
方
に
は
シ
リ
ア
砂
漠
が
広
が
っ
て
い

る
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
は
高
原
と
砂
漠
の
中
に
あ
る

一
大
オ
ア
シ
ス
と
い
っ
て
よ
い
。 

北
方
地
方
は
冬
に
は
雪
も
降
る
。
豊
か
な
こ
の

地
帯
に
二
本
の
大
河
が
流
れ
て
い
る
。
一
本
は
北

か
ら
真
南
に
下
る
チ
グ
リ
ス
川
、
他
の
一
本
は
西

北
か
ら
東
南
へ
と
流
れ
る
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
で
、

ト
ル
コ
か
ら
バ
グ
ダ
ッ
ト
、
バ
ス
ラ
を
経
て
ペ
ル

シ
ア
湾
に
そ
そ
ぐ
。
バ
グ
ダ
ッ
ト
か
ら
バ
ス
ラ
ま

で
六
〇
〇
キ
ロ
、
こ
の
間
の
標
高
差
は
わ
ず
か
三

〇
メ
ー
ト
ル
、
一
キ
ロ
の
距
離
に
対
し
て
五
セ
ン

チ
の
高
低
差
し
か
な
い
。 

空
港
か
ら
迎
え
に
き
た
バ
ス
で
現
場
へ
向
か

う
。
市
内
は
根
こ
そ
ぎ
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
な
工

事
ラ
ッ
シ
ュ
、
バ
グ
ダ
ッ
ト
大
改
造
の
真
最
中
で

あ
る
。
フ
セ
イ
ン
大
統
領
官
邸
（
Ｋ
建
設
）
高
層

住
宅
（
Ｓ
建
設
）
の
他
、
日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン
の
工

事
が
目
立
っ
た
。
ど
の
ビ
ル
の
屋
上
に
も
土
塁
が

築
か
れ
、
空
に
は
気
球
が
い
く
つ
も
揚
り
、
ナ
ツ

メ
ヤ
シ
の
並
木
の
中
に
は
戦
車
が
、
そ
し
て
町
中

銃
を
構
え
た
兵
士
が
立
っ
て
居
る
。 

一
九
八
〇
年
九
月
二
十
二
日
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ

ク
戦
争
勃
発
に
備
え
て
の
、
バ
グ
ダ
ッ
ト
の
防
衛

体
制
で
あ
る
。 

現
場
着
后
、
所
長
に
挨
拶
、
特
に
次
の
注
意
事

項
が
思
い
出
さ
れ
る
。
①
一
つ
に
は
酒
は
イ
ラ
ク

で
は
外
国
人
は
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
内
の

イ
ラ
ク
見
聞
録
（
一
） 

私

の

履

歴

書 

昭和29年商卒 

故 森田冨弥雄 

昭和29年政経卒 

萩原功 
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ク
ラ
ブ
等
で
飲
ん
で
は
い
け
な
い
。
一
人
当
た
り

日
本
円
で
四
十
万
円
位
取
ら
れ
た
由
（
女
性
は
フ

ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
）
②
現
地
の
女
性
に
絶
対
に
手
を

出
さ
な
い
事
、
市
内
の
チ
ア
イ
ヤ
（
喫
茶
店
）
で

た
む
ろ
し
て
居
る
老
人
は
皆
お
金
持
ち
、
そ
れ
は

娘
を
嫁
に
出
し
た
か
ら
だ
。
結
納
金
が
三
千
万
円

（
年
頃
の
男
性
の
月
収
が
三
万
円
位
）
で
、
娘
二

人
も
居
れ
ば
左
扇
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
若
い
娘
は

バ
ー
ジ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
イ
ラ

ク
女
性
は
外
出
の
際
、
チ
ヤ
ド
ル
で
身
を
包
む
様

求
め
ら
れ
て
居
る
。
外
出
す
る
女
性
は
老
人
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
製
の
ス
カ
ー
フ
で
髪
を
包
む
だ
け

の
姿
を
見
か
け
る
が
、
こ
れ
は
異
教
徒
（
キ
リ
ス

ト
教
徒
や
仏
教
徒
）
で
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
は
父

親
や
夫
の
許
可
な
く
女
性
を
撮
影
す
る
と
ト
ラ
ブ

ル
が
お
き
る
。
私
も
二
人
連
れ
の
女
学
生
を
写
し

た
ら
怒
っ
て
追
っ
掛
け
ら
れ
た
。
女
性
は
決
し
て

客
の
前
に
姿
を
現
さ
な
い
。
買
い
物
も
客
の
食
事

を
運
ぶ
の
も
、
や
は
り
男
性
の
仕
事
で
あ
る
。 

道
行
く
男
性
の
さ
っ
そ
う
と
し
た
姿
が
圧
倒
的

に
目
に
つ
く
。
男
の
中
の
男
、
男
の
心
意
気
そ
の

も
の
と
云
う
精
悍
な
表
情
の
男
た
ち
は
ヒ
ゲ
も
立

派
で
、
姿
勢
も
堂
々
と
し
て
居
る
。（
故
フ
セ
イ
ン

大
統
領
の
様
に
）
で
は
、
月
給
三
万
円
で
は
三
千

万
円
の
結
納
金
は
と
て
も
・
・
・
、
い
つ
の
日
に

結
婚
で
き
る
の
か
？
こ
の
話
は
次
号
で
！ 

昭
和
二
十
九
年
商
卒 

 

森
田
冨
弥
雄 

（
森
田
さ
ん
は
、
か
ね
て
か
ら
病
気
療
養
中
で
し

た
が
、
昨
年
十
二
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

原
稿
は
昨
年
十
月
に
寄
稿
頂
い
た
も
の
で
す
。
ご
本

人
に
よ
る
校
正
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
森
田
さ
ん
の
残

さ
れ
た
遺
稿
と
し
て
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
文
章
は
連
載
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
人

死
亡
の
た
め
続
編
は
あ
り
ま
せ
ん
。
森
田
さ
ん
の
ご

冥
福
を
祈
り
い
た
し
ま
す
。） 

              

 

     

講
談
を
習
っ
て
十
三
年
目 

五
十
過
ぎ
て
、
老
後
を
考
え
ま
し
た
。
老
後
の

趣
味
を
。
普
通
に
六
十
を
定
年
と
し
て
、
そ
れ
か

ら
新
た
に
趣
味
を
は
じ
め
て
も
遅
い
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
事
務
所
に
立
ち

寄
ら
れ
る
、
約
一
回
り
年
上
の
税
理
士
の
先
生
に

趣
味
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
先
生
の
数
あ
る
趣

味
の
一
つ
に
「
講
談
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

講
談
が
芸
と
し
て
「
存
在
」
し
て
い
る
こ
と
に
驚

き
、
そ
れ
を
指
導
し
て
く
れ
る
「
修
羅
場
塾
」
な

ど
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
に
は
感
動
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
自
分
の
趣
味
と
し
て
、
い
か
が
な

も
の
か
と
い
う
気
も
い
た
し
ま
し
た
。
六
代
目
馬

琴
師
匠
が
「
修
羅
場
塾
」
に
来
る
日
に
、
税
理
士

先
生
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
が
、
平
成
九

年
三
月
二
十
一
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
夜
で
し

た
。
そ
の
と
き
、「
鉢
の
木
」
の
原
稿
が
参
加
者
に

渡
さ
れ
、
読
み
合
わ
せ
の
あ
と
、
一
人
ひ
と
り
が

読
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

六
代
目
寶
井
馬
琴
は
明
大
の
先
輩 

馬
琴
師
匠
が
読
ま
れ
た
と
き
に
、驚
き
ま
し
た
。

塾
生
が
読
ん
で
い
た
と
き
は
感
じ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
ま
さ
に
、
風
景
が
浮
か
び
、
登
場
人
物
が

立
ち
、
動
き
、
走
り
、
怒
り
、
笑
い
、
悲
し
み
、

泣
き
、
出
し
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

プ
ロ
と
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
か
。
あ
ら
た
め

て
、
プ
ロ
の
芸
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
た
気
が
し

ま
し
た
。 

後
で
知
っ
た
こ
と
で
す
が
、
六
代
目
寶
井
馬
琴

は
明
大
文
学
部
英
文
科
卒
で
し
た
。 

そ
の
と
き
、
こ
の
芸
は
真
似
ら
れ
る
も
の
な

ら
、
ま
ね
る
価
値
が
あ
る
と
、
思
い
は
じ
め
て
、

十
二
年
が
す
ぎ
ま
し
た
が
、
は
じ
め
か
ら
ず
っ
と

「
六
代
目
寶
井
馬
琴
」
節
ひ
と
す
じ
に
稽
古
い
た

し
て
お
り
ま
す
。 

練
習
は
月
二
回
、
六
十
歳
ま
で
に
は
、
名
取
に

な
る
目
標
を
た
て
て
い
た
と
こ
ろ
、運
よ
く「
佐
々

木
琴
山
」
と
い
う
立
派
な
名
前
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 発

表
会
は
年
二
回
、「
日
本
橋
亭
」
と
い
う
寄

席
を
借
り
き
っ
て
、
夏
と
冬
に
あ
り
ま
す
。
同
じ

演
目
は
極
力
避
け
る
方
針
で
参
り
ま
し
た
の
で
、

平
成
二
〇
年
年
十
二
月
七
日
の
発
表
会
「
殿
中
松

の
廊
下
―
梶
川
与
惣
兵
衛
―
」
で
二
十
一
話
目
に

な
り
ま
し
た
。 

初
舞
台
の
「
宇
治
川
先
陣
の
争
い
」、
以
降
、「
青

葉
の
笛
」、「
柳
生
但
馬
の
守
宗
矩
」、「
宇
喜
田
秀

家
の
八
丈
嶋
物
語
」、「
神
崎
与
五
郎
東
下
り
」、「
明

智
左
馬
之
助
湖
水
渡
り
」、「
名
月
若
松
城
」、「
徳

川
家
康
鯉
の
ご
意
見
」、「
曾
我
の
紋
づ
く
し
」、「
忠

臣
二
度
目
の
清
書
」、「
赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」、

「
雲
居
禅
師
と
伊
達
政
宗
」、「
三
方
目
出
度
鯛
」、

「
奉
行
と
検
校
」、「
長
短
槍
試
合
」、「
高
瀬
舟
」、

「
名
将
の
兜
」、「
黒
田
節
の
由
来
」、「
百
万
両
宝

の
入
船
」、「
川
中
島
和
談
破
れ
」、
を
発
表
会
で
披

露
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
プ
ロ
の
物
ま
ね
を
し
な

が
ら
、
そ
の
域
を
で
る
こ
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
中
の

ア
マ
チ
ュ
ア
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
何
時
か
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
講
談
が
出
来
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て

い
ま
す
。 昭

和
四
十
二
年
法
学
部
卒 

佐
々
木
利
夫 

                

趣

味

の

講

談 

昭和42年法卒 

佐々木利夫 
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●
新
年
会
報
告 

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日
（
日
）、
離
宮
飯

店
に
お
い
て
恒
例
の
新
年
会
「
新
春
の
集
い
」
が

開
か
れ
、
三
十
九
名
の
校
友
が
集
い
ま
し
た
。 

●
ゴ
ル
フ
大
会
報
告 

第
二
回
柏
・
流
山
地
域
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
大
会

は
五
月
十
一
日
（
月
）
に
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

あ
や
め
コ
ー
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
人
数

は
十
七
名
（
柏
八
名
、
流
山
九
名
）
で
、
猪
瀬
千

葉
県
西
部
支
部
長
も
参
加
さ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
林
間
コ
ー
ス
の
新
緑
の
も
と
、
和
気
藹
々
ま

た
真
剣
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
優
勝
者
は

勝
畑
喜
一
郎
氏
（
流
山
）、
準
優
勝
者
は
永
井
康
雄

氏
（
柏
）、
三
位
は
防
護
武
氏
（
流
山
）
と
な
り
、

今
回
は
流
山
地
域
支
部
の
強
豪
が
参
加
し
、
コ
ン

ペ
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

次
回
は
柏
地
域
支
部
が
幹
事
と
な
り
一
〇
月
に

開
催
の
予
定
で
す
。
是
非
と
も
多
数
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。 

●
本
年
度
事
業
計
画 

一
、
総
務
会
計
委
員
会 

・
第
七
回
柏
地
域
支
部
総
会
の
開
催 

・
支
部
会
報
誌
「
は
く
め
い
」
の
発
行 

・
全
国
校
友
富
山
県
大
会
参
加 

・
新
春
の
集
い 

二
、
事
業
委
員
会 

・
柏
地
域
支
部
懇
親
会
の
開
催 

・
ゴ
ル
フ
大
会
の
ほ
か
、
会
員
の
親
睦
に
関

す
る
事
業
の
開
催 

・
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
開
催 

三
、
組
織
強
化
委
員
会 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
支
部
会
報
「
は
く
め
い
」

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
，
及
び
現
会
員
と
の
連
携
、

新
会
員
の
入
会
等
の
充
実
を
図
る
。 

・
支
部
事
業
へ
の
会
員
参
加
を
促
進
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
交
流
を
図
る
。 

 

●
校
友
会
千
葉
県
西
部
支
部 

「
定
時
総
会
・
懇
親
会
」 

日
時 

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
八
日
（
日
） 

総
会
十
四
時
〜 

 

懇
親
会
十
五
時
〜 

場
所 

 

船
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

会
費 

五
千
円 

（
対
象
校
友
全
員
に
、案
内
状
が
郵
送
さ
れ
ま
す
） 

●
第
四
十
五
回 

全
国
校
友
富
山
大
会 

【
い
っ
ぺ
ん
来
ら
れ
！ 

富
山 

紫
紺
の
集
い
】 

と 
き 

 

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
七
日
（
日
） 

と
こ
ろ 
富
山
県
民
会
館 

大
ホ
ー
ル 

記
念
式
典 
 
十
二
時
受
付
、
十
三
時
開
式 

記
念
落
語 
 

立
川
志
の
輔
ほ
か 

懇
親
会 

 

十
七
時
〜
十
九
時 

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山 

（
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
加
茂
幹
事
長
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
） 

●
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会 

日
時 

平
成
二
十
一
年
十
月
四
日
（
日
） 

 
 

午
後
二
時
開
演
（
予
定
） 

場
所 

柏
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

（
一
面
と
四
面
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す
。） 

●
ゴ
ル
フ
大
会 

柏
地
域
支
部
で
は
流
山
地
域
支
部
と
合
同
で

春
・
秋
の
年
２
回
、
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
次
回
は
柏
地
域
支
部
が
幹
事
と
な
り
十
月

頃
に
開
催
の
予
定
で
す
。 

（
詳
細
は
加
茂
幹
事
長
ま
で
） 

●
第
十
二
回 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

開
催
日 

 

平
成
二
十
一
年
十
月
十
八
日(

日) 

会 

場 

明
治
大
学
駿
河
台 

ア
カ
デ
ミ
ー
コ

モ
ン
、
リ
バ
テ
ィ
ー
タ
ワ
ー 

（
今
年
は
昭
和
三
十
四
年
、
四
十
四
年
、
五
十

四
年
、
平
成
元
年
、
十
一
年
卒
の
方
が
招
待
の

対
象
で
す
。
対
象
の
方
に
は
案
内
状
が
届
く
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。） 

●
講
談
公
演
会  

本
会
会
員
の
佐
々
木
利
夫
氏
こ
と
佐
々
木
琴
山

氏
は
、
毎
年
二
回
開
か
れ
る
「
寶
井
講
談
修
羅
場

塾
」
に
よ
く
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
評

判
が
よ
く
、
当
日
「
お
江
戸
日
本
橋
亭
」
に
行
く

と
、
い
つ
も
校
友
の
姿
を
見
か
け
ま
す
。
次
回
は

十
二
月
二
十
日
（
日
）
第
五
十
回
記
念
公
演
が
開

催
さ
れ
ま
す
。 

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
） 

                  

編
集
後
記 

今
回
は
文
字
を
楷
書
体
に
変
え
た
ほ
か
、、用
紙

を
若
干
厚
め
な
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。
最
近
の

「
は
く
め
い
」
は
一
般
的
な
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で

編
集
し
て
、
通
常
の
事
務
用
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷

し
て
い
ま
す
。
未
だ
未
熟
な
内
容
で
す
が
、
手
作

り
会
報
誌
と
し
て
、
な
ん
と
か
体
裁
が
整
っ
て
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
記
事
が

集
ま
ら
ず
苦
労
し
て
い
ま
す
。
会
報
誌
は
会
員
の

皆
様
へ
の
連
絡
だ
け
で
な
く
、
勧
誘
時
の
活
動
紹

介
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
記
事
の
内

容
は
も
ち
ろ
ん
、
発
行
回
数
も
活
動
実
績
と
し
て

評
価
さ
れ
る
た
め
、
永
く
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
記
事
の
投
稿
・
企
画
・
編
集
等
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
山
田
秋
彦
） 

                  

イ
べ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

訃
報 

去
る
平
成
二
十
一
年
五
月
、
前
千
葉
県
西
部
支

部
長
の
三
宅
恭
雄
様
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
三

宅
様
は
我
孫
子
地
域
支
部
長
も
兼
任
さ
れ
、
柏
地

域
支
部
設
立
時
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

訃
報 

去
る
平
成
二
十
年
十
二
月
、
本
会
幹
事
の
森
田

冨
弥
雄
様
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
森
田
様
は
昭

和
二
十
九
年
商
学
部
卒
、
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽

部
Ｏ
Ｂ
で
、
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
の

開
催
を
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
企
画
途
上
で

病
に
倒
れ
ら
れ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

明治大学マンドリン倶楽部演奏会 
今秋、柏地域支部と我孫子地域支部の共催で、明治大学マンド

リン倶楽部演奏会を開催します。伝統ある明大マンドリン倶楽

部の演奏をお楽しみください。 

日時：平成２１年１０月４日（日）午後２時開演(予定) 

場所：柏市民文化会館大ホール 

チケット：一枚2,300円（全席自由：原則当日販売なし） 

 販売所（予定）：浅野書店、柏高島屋友の会、弥生軒ほか 

お問い合わせ ：浅野 ☎090- 9382- 8001 


